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研究成果の概要（和文）：　本研究は，人間・環境・技術が織りなす「持続的共生社会」のあり方とその構築可能性に
ついて，高度技術が果たす社会的寄与の観点から究明し，経済至上主義や物質主義に基礎をおく近代産業型の価値理念
や環境負荷型生産方式がもたらす過剰社会から，精神的豊かさと相互信頼を基礎とするポスト近代的価値や環境配慮型
・対話型生産方式による共生社会へと指向するマクロ的社会趨勢を感性概念による近代価値の社会倫理的パラダイム転
換として理論的に検証した．そこにおいて日本の市場指向性と産業政策が，伝統的な宗教精神性に依拠する共生思想に
文化的に基礎づけられ，感性工学領域での産業発展の構造パターンを維持している点が明らかとなった．

研究成果の概要（英文）： This research project has explored how the social function of advanced 
technology contributes to construct a global sustainability and social symbiosis, and analyzing 
theoretically the social macro trend of paradigm conversion from the modernist principle based on the 
economical supremacy and environment burden system to the new conceptual framework of postmodernist 
perspective which has been seeking to implement more social responsible and sustainable endeavors based 
on the symbiotic ideas and the environment conscious production system. In this regard, this research has 
discussed the two original Japanese cultural concepts, elaborated in the scientific scene in recent 
years, “kansei”and “kyosei” derived originally from the religious concept of symbiosis, which have 
been becoming the core ideas indispensable today for rethinking the structural conditions promoting the 
technological development faced to the problem-solving practices to the soial responsible and ethical 
issues.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）情報技術やロボット工学，医療・生命
工学等の高度技術環境において，人間をとり
まく社会環境が急速に変化している．近年の
社会学においても監視社会論やポストモダ
ン論などを中心に，従来の近代化論や産業社
会論を基礎とする社会変動モデルや表層文
化論からポストモダン論や「社会液状化」モ
デルを基本枠組みとする新しい理論的潮流
が生まれ，近代化論が依拠する人間モデルや
アイデンティティ問題を捉え直す研究が注
目されてきた．そこでは従来の社会理論が前
提としてきた＜人間＞の存在それ自体のあ
り方が問われているといってよい．今日の先
端技術と人間社会のあり方を省察するとき，
擬人的機械システムや人工知能システムの
社会的実現による「ロボットの人間化」（ヒ
ト型ロボット）や情報技術の高度化がもたら
すコミュニケーション形態の変容，「仮想空
間の現実社会化」といった新たな社会趨勢，
労働管理技術とマニュアル化等，身体加工技
術（美容整形等），医用工学・生殖技術の発
達を前提とした人工装置の人間への「埋め込
み」や「肉体化」，「人間のロボット化」とい
う逆モーメントの社会現象が顕在化してい
る事態を見過ごすことはできない．このよう
な人間のあり方に関わる変容プロセスにお
いて，社会学的に究明すべき多様な問題群を
認めることができる 
 
（２）先端技術の社会的応用が及ぼす「人間
‐機械」関係と「現実‐仮想」世界のあり方
への影響を身体とアイデンティティの問題
に関係する社会事象を切り口に，人間の感覚
や意識がいかなる変容プロセスを経験して
いるのかに照準を向け，ヒト型ロボットの
“人間化”と人間の“ロボット化”の接合地
点において発生する人間と技術との「関係形
成」のあり方を問うことが社会的な喫緊の課
題となっている．この課題領域は，人間の感
性に強く依存する技術開発と生活環境，両者
の「共生」が，技術的な資材たるハードウエ
アと，デザインなどの審美的価値や人間関係
に生じる経験価値に比重を置くソフトウェ
アとを融合するヒューマンテックな＜セン
スウェア＞の開発を要請している．  
 
（３）高度技術の開発とその社会的応用は，
近代化モデルが前提としてきた経済・産業シ
ステムや企業・商業システム，さらにそれら
生産領域に係る両システムに呼応する消
費・生活システムのあり方の変容に決定的な
影響を与えている．とくに低炭素排出・資源
循環型社会の実現化におけるエコ関連商品
や革新技術の開発などのグローバルレベル
での普及は，多様性の維持や共生社会の持続
可能性を支柱とする社会的企てに貢献し，グ
ローバル市場競争においても消費の公正性
や倫理性への要請に応答すべく企業の不可

欠な戦略モデルへと結晶化しつつある．この
側面において高度技術の及ぼす社会的影響
はますます増大し続けている． 
 
（４）「人間‐機械」や「人間‐自然」とい
う二元論的な対立概念にみる近代科学の「人
間中心主義(antropocentrism)」への思想的脱
却が進行している．高度技術社会の生みだす
科学的知見とその工学的応用（機械・電子工
学，医療・生殖工学から経営・組織工学など）
が，現代社会における人間と機械・環境との
関係において人間存在を絶対化する前提を
相対化し，それらの共生的かつ調和的な社会
発展モデルを要請している． 
 
 
２．研究の目的 
 
（１）高度技術環境にみる人間観や身体観の
価値変容の実態を実証的に把握し，人間・環
境・技術が織りなす「持続的共生社会」のあ
り方とその構築可能性について，感性社会学
的視座から究明する．経済至上主義や物質主
義に基礎をおく近代工業化の価値理念や環
境負荷型生産方式がもたらす過剰社会から，
精神的豊かさと相互信頼を基礎とするポス
ト近代的価値や環境配慮型・対話型生産方式
による共生社会へ，と指向する今日のマク 
ロ的社会趨勢を「感性」概念による近代価値
のパラダイム転換として理論的に省察する． 
 
（２）高度感性社会」での事例調査を実施し，
高度技術環境の感性化が多元的価値．を前提
とする共生社会の構築に果たす社会的機能
と意義について社会学的に考察する．本研究
は，高度技術環境にみる人間観や身体観の価
値変容の実態を実証的に把握し，人間・環
境・技術が織りなす「持続的共生社会」のあ
り方とその構築可能性について，感性社会学
的視座から究明する．経済至上主義や物質主
義に基礎をおく近代工業化の価値理念や環
境負荷型生産方式がもたらす過剰社会から，
精神的豊かさと相互信頼を基礎とするポス
ト近代的価値や環境配慮型・対話型生産方式
による共生社会へ，と指向する今日のマクロ
的社会趨勢を「感性」概念による近代価値の
パラダイム転換として理論的に省察する． 
 
 
３．研究の方法 
 
高度技術環境は，①科学技術の開発援助や

基盤整備等の公的支援を促進する政策的コ
ンテクスト，②経済市場や産業動向，民間需
要等による経済的コンテクスト，③技術発展
に対する理解や社会文化的コンテクスト，④
人間観や身体観に関する価値変容を社会文
化的および歴史思想的コンテクスト，による
複合的形成プロセスにより実証的に把握し
なければならない．本研究では以下の論点に



おいて課題に取り組むことなった． 
 
（１）先端技術と人間との関係性にみる＜感
性＞と身体問題の理論的考察（平成 24 年
度）：「ロボット化する人間（身体）」と「人
間化するロボット（機械）」との相互浸透に
みる＜ポストヒューマン＞概念を人間の感
覚・認識の観点から考察する．先端技術の身
体への応用を促進／阻害する社会要因を摘
出し，ヒューマンインターフェースとしての
＜感性＞を社会装置として導入することに
より，ミクロ‐マクロ・レヴェルでの社会的
相互作用プロセスをつうじて人間のあり方
が環境や技術（機械）との関係性のなかで相
対化される局面を明らかにする．具体的な論
点としては，①医用工学と身体変容（人工臓
器，再生医療技術の「埋め込み」等）の社会
的受容プロセス，②審美的価値観と身体（感
覚）変容（美容整形，身体改造）と身体所有
権の外部化プロセス，③労働管理技術にみる
人間のロボット化（マニュアル化労働）の自
己内部化プロセス，④先端技術商品（擬人化
された機械）に対する自己同一化と社会的態
度の変容プロセス，⑤自己ロボット化にみる
集合的アイデンティティの社会的形成・共有
化プロセス，⑥「人間‐機械」関係にみる社
会的カテゴリー再編プロセスの歴史社会学
的考察，である． 
 
（２）情報空間と仮想的身体における感性の
働きに関する理論的考察（平成 25 年度）：情
報通信技術により具体化される「現実‐仮
想」融合世界でのコミュニケーション行為に
みる＜感性＞の働きと意味について考察し，
情報環境や仮想空間での「感性価値」が物質
主義的価値を補完し，共生的ネットワークを
構築する社会的機能を果たすことを明らか
にする．ここでは，情報コミュニケーション
（仮想現実空間）および産業生産部門（モー
ド産業部門）での「感性価値」の社会構築プ
ロセスに理論化の焦点を絞り，具体的な課題
としては，①仮想現実への帰属意識と身体感
覚の変容（「脱肉体」化プロセス），②感性産
業部門にみる先端技術の研究開発・商品化計
画等における＜感性＞概念の応用事例，③産
業生産部門にみられる感性商品のブランド
構築のあり方と市場戦略，④感性商品の消費
者への社会的浸透プロセスと消費性向（消費
者意識），である． 
 
（３）文化生産と消費行動に関する価値分析，
および産業部門にみる感性の活用に関する
感性市場モデルの検討（平成 25‐26 年度）：
感性の消費行動への影響効果と応用可能性
について事例調査によって検討し，記号とし
ての「感性価値」の先端技術商品への適用・
普及可能性について考量する．また「感性産
業」において生産部門と消費部門とが感性を
媒介として結合されることで商品市場での
共生的な消費者行動が活性化される点を解

明する．ヒアリング調査の実施・分析（平成
25 年６月‐平成 26 年 5 月）では，産業生産
部門における「感性価値」の社会的応用に関
する項目を中心に議論し，とくにモード関連
産業部門において対象者として，①先端技術
（素材開発）企業等の技術生産者群，②商品
化計画に係る技術応用者群，③業界・利益 
団体・組合による利益調整者群，④マス・メ
ディア（宣伝広告を含む）等の情報関連企業
群，⑤消費者団体・一般消費者群，⑤パーソ
ナル・メディア（ソーシャルネットワークサ
ービス管理・利用者を含む）群，⑥学術・教 
育機関群（ファッション専門学校を含む），
⑦産業振興・デザイン政策に係る行政当局群
（国・地方自治体，官民による第三セクタを
含む），I.芸術・娯楽を提供する商業的文化
施設群，を設定した． 
 
（４）「感性価値」の社会倫理性と「持続的
共生社会」の構築可能性の評価（平成 26 年
度）：[１]～[３]を踏まえ，各領域での多面
的な「感性社会化」が，技術と環境との新し
い関係性のなかで人間のあり方やライフス
タイルを変容させ，企業活動の公正性，倫理
的消費行動，環境配慮型技術開発など，共生
社会づくりに貢献するマクロ的社会力とな
ることを検証する．「感性社会化」の持続的
共生社会づくりへの影響・効果に関するマク
ロ社会的理論のモデル化を試みる．具体的な
課題としては，①高度技術環境における「感
性文化」の社会的浸透プロセス，②感性を媒
介とするパートナーシップ形成と共生社会
の構築プロセス，③企業の社会貢献・社会的
責任行動（CSR）と消費者行動に果たす＜感
性＞の社会倫理性，である． 
 
４．研究成果 
 
（１）「人間‐機械」系と「人間‐自然」系
を基盤とする近代科学思想の枠組みを高度
技術社会の諸コンテストから再考し，今日の
「ポストヒューマン」概念の文化的源泉を明
らかにした．人間のあり方は，「自然‐人工」，
「現実‐仮想」，「物質‐非物質（精神）」の
３次元軸において多様化した存在へと変容
している（図１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 人間概念と文化宗教的価値観 

 



とくに文化的源泉において，伝統的宗教観や
世界観にみる文化間の差異が現代社会の人
間と技術との関係形成のあり方を左右して
いる点が明らかにされた．また，ポストモダ
ン論で議論されるポストヒューマン概念は，
高度技術による多面的な側面からの身体観
の変容プロセスをとおした社会的浸透とし
て理論化される（図２）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 高度技術と身体 

 
（２）「人間‐機械」系に係る関係性の変容
はまさに近代化プロセスのなかで深化し，組
織工学・経営管理工学にみる人間の数量化と
労働環境における操作化という科学的合理
性の追究にその源泉がある（図３）．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 人間概念と管理モデル 

 
この点においては，従来の社会学的説明で

は「人間疎外論」や「歯車論」が議論されて
きたが，今日の高度技術社会では「人間‐環
境」共生モデルとして議論する必要性が明ら
かとなる（図４）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 「人間‐環境」共生モデル 

（３）高度技術社会にみられる人間概念の変
容は，今日の社会生活における脱人間中心主
義的視座に支えられた自然環境や他者との
共存関係や多様性の維持を図る多元性社会
モデルの構築を理念とする世界観を覚醒さ
せている．その世界観の枠組みは，共生社会
の構築にむけた社会的企ての文化精神的基
礎となっていることが事例研究において明
らかとなった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 脱人間中心主義的な企業戦略 

 
 持続可能性を前提とする共生社会を目指
す社会モデルの新しい方向性において，人間
の感性をつうじた非人間存在との調和的発
展が要請されていることが明らかとなった． 
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